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(57)【要約】
　読取装置と少なくとも１枚の情報カードを含むナビゲ
ーション装置に関する発明である。情報カードは、読取
装置によって読取り可能であって、所定の目的地に到達
できるようにナビゲーション装置を制御するコード構造
を含む。コード構造は導電性有機ポリマーから成る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　読取装置（２）と、少なくとも１枚の情報カード（３）とを備えるナビゲーション装置
（１）であって、前記情報カードは、前記読取装置によって読取り可能であって所定の目
的地に到達できるようにナビゲーション装置（１）を制御する働きをするコード構造（４
）を含むナビゲーション装置（１）において、
　前記コード構造（４）が導電性有機ポリマーから成ることを特徴とするナビゲーション
装置。
【請求項２】
　前記情報カード（３）が紙またはフィルムから成る少なくとも１つ、好ましくは２つの
可撓性基板層（５，６）を含むことを特徴とする、請求項１記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
　前記コード構造（４）が２つの基板層の間に不可視的に埋設されていることを特徴とす
る、請求項１および／または請求項２記載のナビゲーション装置。
【請求項４】
　前記情報カード（３）はその上側および／または下側（６ａ，５ａ）に印刷が施されて
いることを特徴とする、請求項２または３記載のナビゲーション装置。
【請求項５】
　前記情報カード（３）が可撓構造であることを特徴とする、請求項１～４のいずれか１
項に記載のナビゲーション装置。
【請求項６】
　前記導電性有機ポリマーがＰＥＤＯＴであることを特徴とする、請求項１～５のいずれ
か１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項７】
　前記導電性有機ポリマーがＰＡＮＩであることを特徴とする、請求項１～６のいずれか
１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項８】
　前記読取装置（２）が情報カード（３）との誘導結合、容量結合またはオーム結合によ
ってコード構造（４）を読み取るように形成されていることを特徴とする請求項１～７の
いずれか１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項９】
　前記導電性有機ポリマーが大量印刷法、特に凸版印刷法、凹版印刷法または平版印刷法
によって製造されることを特徴とする、請求項１～８のいずれか１項に記載のナビゲーシ
ョン装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の目的地に到達するためのナビゲーション装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日では、車両の他、ＰＤＡ、ノートパソコン、携帯電話等のモバイル機器でも、ナビ
ゲーションシステムが広く利用されている。一般に、ナビゲーションシステムで目的地を
選定する際には、ナビゲーションシステムに記憶した道路名や特別な施設等の項目の中か
ら選択する必要がある。従って、この入力にある程度費用がかかる上、使い慣れないユー
ザにとっては困難を伴う作業となる。
【０００３】
　特許文献１は、所定の目的地へより容易に到達できるようにするナビゲーション機器用
のデータ入力カードについて記載している。カードの上面を少なくとも２種類のフィール
ドに分割し、そのうちの一つのフィールドは、表面の所定領域に配置してバーコードを含
むものとする。データ入力カードを挿入する読取装置をナビゲーション装置に接続する。
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この読取装置がバーコードに記憶された位置座標を認識し、然るべくコード化した上でナ
ビゲーションシステムに送信することにより、ナビゲーションシステムは入力された場所
までのルートを計算することができる。
【０００４】
　しかしながら、バーコードの読取りのためには光学読取装置が必要となるが、比較的複
雑な装置であるため、製造コストも高くなる。また、ＣＣＤ素子を用いたスロットリーダ
ーを備えた簡単なバーコード読取装置の場合、光学要素が紙埃のために非常に汚れやすい
という問題がある。実際のバーコードも、上書きや、埃、粘着ラベルなどで読取り不能と
なる場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】ＥＰ－Ｂ－０　７７０　２１７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　よって、本発明の目的は、簡単かつ安価な読取装置を用いて読取り可能な、ナビゲーシ
ョン装置制御用の情報カードのコード構造を提案することにある。また、簡単かつ安価な
方法で情報カード、特にそのコード構造を製造することも可能にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的は、請求項１に記載の本発明の特長によって解決される。
【０００８】
　本発明のナビゲーション装置は、読取装置と少なくとも１枚の情報カードを備え、情報
カードは、読取装置によって読取り可能であって所定の目的地に到達できるようにナビゲ
ーション装置を制御する働きをするコード構造を含む。ここで、コード構造は導電性有機
ポリマーから成る。
【０００９】
　誘導結合、容量結合、オーム結合などによってコード構造を読み取る安価な読取装置は
、特にコード構造を通じて可能となる。また、コード構造の印刷、さらにこの関連で、特
に大量印刷法による印刷も可能となる。
【００１０】
　本発明の構成はさらに、従属請求項の主題を成すものである。
【００１１】
　好適な一実施形態によると、情報カードは２つの可撓性基板層から構成されるが、これ
らの基板層は特に紙やフィルムから形成することができる。この場合のコード構造は、２
つの基板層の間に埋設して不可視とすることができる。これによって情報カードは、その
上面および／または下面を自由に形成または印刷することが可能となる。使用に適する導
電性有機ポリマーとして、例えばＰＥＤＯＴまたはＰＡＮＩあげることができる。
【発明の効果】
【００１２】
　バーコードと比較した場合、導電性有機ポリマーのコード構造は、２つの基板層の間に
保護されるように配置されるという構造上、確実な可読性が得られるという利点をまずあ
げることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明によるナビゲーション装置を情報カードとともに示すブロック図である。
【図２】図３のＡ－Ａ線に沿う前記情報カードの縦断面図である。
【図３】図２のＢ－Ｂ線に沿う前記情報カードの断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　本発明のその他の利点および構成について、図面に基づいて以下に詳細に説明する。
【００１５】
　図１はナビゲーション装置１と読取装置２を示している。読取装置２はナビゲーション
装置と一体化してもよいし、外部装置としてナビゲーション装置に接続するようにしても
良い。接続する場合は、ケーブルを用いても良いし、非接触式の接続としても良い。情報
カード３は読取装置２に挿入することができる。情報カード３については、図２と図３に
より詳細に示すが、ある目的地に到達するようにナビゲーション装置１を制御する働きを
するコード構造４を含む。
【００１６】
　情報カード３は、好ましくは２つの可撓性基板層５，６からなり、特に紙またはフィル
ムで形成することができる。コード構造４は、図２から分かるように、２つの基板層５，
６の間に埋設して不可視とするのが有利である。結合は貼り合わせなどの方法で行うこと
ができる。コード構造４はＰＥＤＯＴやＰＡＮＩなどの導電性有機ポリマーで形成される
。
【００１７】
　導電性有機ポリマーを大量印刷法、特に凸版印刷法、凹版印刷法、平版印刷法などを用
いて製造すると、情報カードを特に安価に製造することができる。
【００１８】
　２つの基板の間にコード構造を埋設すると、情報カードの上側および／または下側６ａ
，５ａを所望に形成または印刷することができ、埋設しない場合のようにコード構造のた
めの領域を残しておく必要はない。
【００１９】
　コード構造の読取り用としては、様々な形態の読取装置２が考えられる。例えば、特に
考えられるのが、誘導結合または容量結合であるが、オーム接触でも良い。
【００２０】
　情報カードは、例えば入場証で形成することもでき、これを読取装置に挿入するだけで
、記憶させた目的地までの案内を、ナビゲーション装置を介して確実に受けることができ
る。情報カードがコンサートやその他のイベントのチケットの場合、コード構造を介して
イベント会場までの案内を受けることができる。情報カードは、広告用クーポンやショッ
ピング・クーポン、旅行カードなどの形態とすることもできる。
【符号の説明】
【００２１】
　１　ナビゲーション装置
　２　読取装置
　３　情報カード
　４　コード構造
　５　可撓性基板層
　６　可撓性基板層
　６ａ　情報カードの上側
　５ａ　情報カードの下側
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【図１】

【図２】

【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月20日(2009.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　読取装置（２）と、少なくとも１枚の情報カード（３）とを備えるナビゲーション装置
（１）であって、前記情報カードは、前記読取装置によって読取り可能であって所定の目
的地に到達できるようにナビゲーション装置（１）を制御する働きをするコード構造（４
）を含むナビゲーション装置（１）において、
　前記情報カードは、その上側および／または下側（６ａ，５ａ）に印刷を施された入場
証であり、前記コード構造（４）は導電性有機ポリマーで形成されて２つの基板層の間に
不可視的に埋設されていることを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　前記情報カード（３）が紙またはフィルムから成る少なくとも１つ、好ましくは２つの
可撓性基板層（５，６）を含むことを特徴とする、請求項１記載のナビゲーション装置。
【請求項３】
　前記情報カード（３）が可撓構造であることを特徴とする、請求項１～２のいずれか１
項に記載のナビゲーション装置。
【請求項４】
　前記導電性有機ポリマーがＰＥＤＯＴであることを特徴とする、請求項１～３のいずれ
か１項に記載のナビゲーション装置。



(6) JP 2010-501836 A 2010.1.21

【請求項５】
　前記導電性有機ポリマーがＰＡＮＩであることを特徴とする、請求項１～４のいずれか
１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項６】
　前記読取装置（２）が情報カード（３）との誘導結合、容量結合またはオーム結合によ
ってコード構造（４）を読み取るように形成されていることを特徴とする請求項１～５の
いずれか１項に記載のナビゲーション装置。
【請求項７】
　前記導電性有機ポリマーが大量印刷法、特に凸版印刷法、凹版印刷法または平版印刷法
によって製造されることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１項に記載のナビゲーシ
ョン装置。
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【国際調査報告】
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